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年 1月、その 5年後の 2011年 1月、最初の放鳥から 10年後にあたる 2015年
11 月である。対象者は、2006 年・2011 年・2015 年ともに、住民基本台帳を
利用し、豊岡市全域に居住する 20歳から 79歳の男女の中から無作為抽出した














































回収率 59.4% 56.9% 54.0%


























有意とはならなかったが、「旧豊岡市居住」についての p値は 0.118であった。 
 




























は、2006 年、2011 年、2015 年に共通して有意となった。2011 年と 2015 年
では、「松島氏の認知」が有意となった。一方で「豊岡市の愛着」は 2011年に
Coef. P-value Odds Ratio Coef. P-value Odds Ratio Coef. P-value Odds Ratio
年代 0.162 0.184 1.175 0.065 0.435 1.067 -0.101 0.343 0.904
性別 -0.286 0.394 0.751 0.308 0.211 1.360 0.265 0.353 1.304
旧豊岡市居住 -0.393 0.250 0.675 0.142 0.557 1.152 0.448 0.118 1.566
豊岡市への愛着 0.328 0.377 1.388 -0.847 0.037 0.429 0.375 0.287 1.454
農業従事 0.315 0.603 1.370 0.177 0.673 1.193 0.433 0.542 1.541
松島氏の認知 0.235 0.500 1.265 0.670 0.007 1.954 0.730 0.020 2.076
環境問題への関心 1.660 0.008 5.233 1.048 0.003 2.851 1.239 0.000 3.454
目撃 0.544 0.182 1.723 0.245 0.456 1.277 0.581 0.374 1.787
コウノトリ＝活性化、経済 -0.778 0.156 0.460 -0.478 0.148 0.620 -0.032 0.951 0.969
地域のシンボル＝コウノトリ 0.818 0.080 2.266 1.177 0.000 3.243 1.653 0.000 5.222
責任主体：住民 1.564 0.000 4.780 0.842 0.012 2.321 0.978 0.042 2.658








































えば豊岡市でいえば、2017 年 4 月から総合的な学習の時間内で展開される、
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